
年間主題『イエスさまとともに生きる～愛の交わりの中で～』 

主題聖句：愛する者たち、神がこのようにわたしたちを愛されたのですから、 

わたしたちも互いに愛し合うべきです。  

         新約聖書 ヨハネの手紙Ⅰ ４章１１節 

21世紀の課題とその克服のために 

 先月19日に十日町市私立保育園・認定こど

も園連絡協議会の研修会が行われました。講

師に汐見稔幸（しおみとしゆき）先生をお招き

して改訂された「保育所保育指針」の理念を

学んだのですが、このたびの改訂の根底には

現代社会を覆う諸課題克服のための教育の

在り方がありました。 

 現代社会は不確定で激しい変化が世界的

な規模で起こっています。IT 化の波はもちろ

ん、その先にAI技術が進み、今ある仕事の多

くがなくなるとも言われています。環境問題や

貧困の拡大、価値観の多様化、人口急増国と

急減国のバランスの問題などが起こることは確

実視されていますが、それらの問題が深刻化

する中で21世紀は「人と関わることが最大のス

トレスとなり、それが地球規模の危機となる」と

いうのです。 

 そんな課題山積の世の中を生きる子どもた

ちには、①こうすればいい！とみんなでワイワ

イ議論して、②適切な答えを、③あきらめずに

粘り強く導き出し、④そして決めたこと、わかっ

たことを実践する力（非認知能力などと言われ

ます）を身につけてもらおう、そのための教育

が乳幼児期から必要だ、ということになったの

です。 

機械ではできないことをできる人に 

 上記のような社会になると、正確にインプッ

ト・アウトプットができることや言われたことを言

われたとおりにするだけでは不十分ということ

になります（それも素晴らしい能力ではありま

すが）。それらはすべて機械がしてくれます。

むしろ機械を扱う能力や、正解が一つではな

いことに向き合う能力や、人と人をつなげて持

続可能な社会を作り出す力が求められていく

ことでしょう。 

 汐見先生は講演会の中で、「つまり、これか

らは『身体を使うこと、大好き！』 『自分で考え

ること、大好き！』 『人とかかわること、大好

き！』という子どもを 0歳から育てていくのです」

と言われました。十日町幼児園の子どもたち

にぴったりの時代になるのです。右肩下がりの

時代にあって、希望を得た講演会でした。 
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７月主題『交わる』 

主題聖句：主よ、…わたしたちにも祈りを教えてください。 

  ルカによる福音書１１章１節 

☆ ０〜２歳児：保育者の祈る姿にふれ、イエス様を身近に感じる。水や砂、土にふれ

て遊ぶ。保育者と一緒に夏の遊びを楽しむ。  

☆ ３〜５歳児：生活の中で讃美したり、祈ったりする気持ちが生まれ、その気持ちを

表す。好きな遊びを深めながら、生き物や、友だちとの交わりが楽しくなる。自分

の思いや意見を伝えようとする。 


